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令
和
３
年
度
『
住
宅
取
得
支
援
事
業
』
の

申
請
を
お
忘
れ
な
く

問
企
画
財
政
課
企
画
係　
☎
52-

５
８
０
３

　
現
在
、
令
和
３
年
度
後
期
分
の
各
種
住
宅
取
得
支
援
事
業
の
申
請
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
申
請
受
付
期
間
は
３
月
末
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
取
得
し
た
建

物
登
記
の
完
了
後
６
か
月
以
内
に
申
請
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
対
象

要
件
を
満
た
す
人
で
申
請
を
行
っ
て
い
な
い
人
は
、
期
間
内
で
の
申
請

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
申
請
方
法

　
企
画
財
政
課
企
画
係
で
の
事
前

相
談
後
、
対
象
者
に
申
請
書
類

を
配
布
し
ま
す
。

■
子
育
て
住
ま
い
る
支
援
事
業

　
町
内
に
住
宅
を
新
築
も
し
く
は

中
古
購
入
す
る
人
で
、
中
学
生

以
下
の
子
ど
も
を
扶
養
し
て
い

る
人
に
、
地
元
で
使
え
る
商
品

券
５
万
円
分（
基
本
交
付
額
）を

交
付
し
ま
す
。

※
加
算
要
件
に
該
当
す
る
場
合

は
、
基
本
交
付
額
に
さ
ら
に
交

付
し
ま
す
。

　
（
交
付
額
最
高
30
万
円
）

■
お
帰
り
な
さ
い
！

　
親
元
同
居
・
近
居
住
宅
取
得
応

援
事
業

　
町
内
に
住
宅
を
新
築
も
し
く
は

中
古
購
入
す
る
人
で
、
親
世
帯

と
新
た
に
同
居
す
る
人
や
町
内

に
近
居
す
る
人
に
、
地
元
で
使

え
る
商
品
券
５
万
円
分
（
基
本

交
付
額
）を
交
付
し
ま
す
。

※
住
民
異
動
に
よ
り
町
外
か
ら
町

内
に
転
入
す
る
場
合
は
、
基
本

交
付
額
に
さ
ら
に
10
万
円
加
算

し
ま
す
。

　
（
交
付
額
最
高
15
万
円
）

※
事
業
に
該
当
す
る
か
な
ど
の

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

尾
津
漁
港
（
調
整
港
）
の

利
用
者
を
募
集
し
ま
す

問
経
済
課
整
備
係　
☎
52
‐
５
８
０
５

◇
資
格　
船
を
所
有
ま
た
は
購
入

予
定
が
あ
る
人

◇
申
込
方
法

　
経
済
課
に
備
え
付
け
の
利
用
許

可
申
請
書
に
よ
り
申
し
込
む

◇
募
集
隻
数　
40
隻

◇
募
集
期
間　
随
時
募
集

◇
提
出
書
類　

・
調
整
港
施
設
利
用
許
可
申
請
書

・
誓
約
書

・
船
舶
検
査
証
書
お
よ
び
船
舶
検

査
手
帳
の
写
し

・
住
民
票

区　分
使　用　料

月　額 年　額
船長５ｍ未満 2,500 円 30,000 円

船長６ｍ未満 3,500 円 42,000 円

船長６ｍ以上 4,000 円 48,000 円

備考 町外の人の使用料は
1.5 倍になります。

◇尾津漁港（調整港）使用料

２/18

　山口県立田布施農工高等学校（以下、田布施農工高
校）が『第14回キャリア教育優良教育委員会、学校及
びPTA団体等文部科学大臣表彰』を受賞しました。
　令和元年度から文部科学省の指定を受け、従来
から取り組んできた地域との連携事業やコミュニ
ティースクールを充実させ、『農工維新！あい３プロ
ジェクト』を推進してきたことなどが評価され、県内
では、田布施農工高校のみが表彰を受けています。

１/26 交通栄誉章『緑十字銀章』を受章

　柳井交通安全協会城南支部長の藤山紀明さんが警
察庁および全日本交通安全協会より、優良運転者と
して、交通栄誉章『緑十字銀章』を受章されました。
　藤山紀明さんは、多年にわたる無事故・無違反の
自動車運転を通じて、他の運転者の模範として、安
全運転の推進に多大の功績を収められるとともに、
交通事故の防止と交通秩序の確立にも貢献されまし
た。

キャリア教育に関する
文部科学大臣表彰を受賞


